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 １ 対話の実施概要 

〇対話の実施（アイディア及びノウハウの保護のため、個別に実施します。） 

（１） 日時 

令和４年６月 10日（金）から６月 17日（金）までの間の事務局が指定する日。 

※申込をいただいた後、個別に調整させていただきます。 

※１事業者あたり１時間程度を予定 

（２） 場所 

横浜市庁舎 横浜市中区本町６丁目 50番地の 10 

横浜花咲ビル 横浜市西区花咲町６丁目 145番地 

（３） 対象者 

民間事業者（事業の実施主体となる意向を有する法人又はそのグループ等） 

現在の中学校給食の事業期間が終了する令和 7年度末以降を見据え、今後の中学

校給食の在り方を検討するにあたり、以下の２方式に関して対話を実施します。事

業への関心や参入意向があれば、両方または一部に関する御意見・御提案でも結構

です。 

ア センター方式（給食工場で保温食缶に盛り付け、対象校に配送・配膳する方式）

を実施する場合の御意見・御提案について 

イ デリバリー方式（給食工場でランチボックスに盛り付け、対象校に配送・配膳す

る方式）を実施する場合の御意見・御提案について 

※自校方式・親子方式については、市が実施主体であることから今回のサウンディン

グ調査の対象としません。 

（４） 申込方法及び資料の提出 

〇対話参加の申し込み（事前申し込み制） 

様式１「対話へのエントリーシート」に必要事項を記入し、Ｅメールへ添付の

上、期間内に下記申込先へ御提出ください。なお、件名は「【対話参加申込】＋事業

者名」としてください。 

横浜市では、令和３年４月より、選択制の中学校給食（デリバリー型）を実施しています。

栄養バランスに加え、様々な地域の郷土料理や行事食、地産地消など、家庭でなかなか食べる

機会が少ない献立を提供するなど、給食を通じて生徒の学びにつなげる取組を行い、令和４年

４月の喫食率は 30.1％となり、今後も 30％程度の利用を見込んでいます。 
現在、「学校給食法の趣旨を踏まえ、より多くの生徒に中学校給食を提供する」ことを目指

し、あらゆる手法について課題の整理や実施スケジュールの検討を進めているところです。令

和 4 年 12 月の公表を目指している「今後の中学校給食の在り方」を検討する際の参考とする

ために、横浜市の中学校給食事業に関心のある事業者の皆様を対象に、対話（サウンディング

調査）を実施します。 
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〈申込先〉横浜市教育委員会事務局健康教育・食育課 中学校給食推進担当 

E-mail： ky-chushoku@city.yokohama.jp 

   〈申込期日〉令和４年６月６日(月)午後５時 

 

〇対話資料の提出（対話参加条件） 

様式２「事前ヒアリングシート」に必要事項を記入し、Ｅメールへ添付の上、期

日までに下記申込先へ御提出ください。なお、件名は「【事前ヒアリング資料提出】

＋事業者名」としてください。 

〈申込先〉横浜市教育委員会事務局健康教育・食育課 中学校給食推進担当 

E-mail： ky-chushoku@city.yokohama.jp 

   〈提出期日〉令和４年６月８日(水)午後５時 

〇注意事項 

  対話に参加する人数は、1つのグループごとに３名以内としてください。 

  対話参加申し込みの参加希望日程は３か所以上を選択してください。 

 

（５） 事前説明会の開催（事前申込制） 

事業実施についての市の考え方、実施方法の検討状況等について、事前の説明会

を開催します。参加を希望される方は、期日までに下記申し込み先へ Eメールをご

送信ください。なお、件名は「【説明会参加申込】+事業者名」としてください。説

明会に参加する人数は、１つのグループごとに２名以内としてください。 

〈日時・場所〉 令和４年６月３日（金）午後３時～午後４時 

 横浜花咲ビル 横浜市西区花咲町６丁目 145番地 205研修室 

〈申込期日〉 令和４年６月１日（水）午後５時 

〈申込先〉横浜市教育委員会事務局健康教育・食育課 中学校給食推進担当 

E-mail： ky-chushoku@city.yokohama.jp 

 

 

２ 実施方式ごとの想定業務内容について 

（１） センター方式を実施する場合の想定業務内容 

提供方式 
センター方式（調理施設で調理した給食を保温食缶に盛り付けて学校に配送し配膳

する方式） 

配膳方式 
クラスごとに分けた保温食缶を学校に配送し、配膳室で生徒への受け渡しをしてい

ただきます。 
配 膳 室 学校の配膳室の安全・衛生管理を行っていただきます。 

対 象 校 
給食を提供する横浜市立学校は、「(添付資料１)横浜市立中学校給食実施校一覧」（以

下「別添資料１」とする）のとおりとします。 

対 象 者 
給食の利用対象者は、原則として別添資料１に規定する学校の生徒、教職員（以下

「生徒等」という。）とします。 
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委託食数 
製造を委託する食数は最大で 83,000 食程度となります。一か所あたり約 14,000 食

製造できる給食センターを 6 か所整備することを想定しています。 

昼食日数 
各中学校の平均的な昼食設定日数は 170 回です。 
全中学校としての給食日数は約 200 日です。 

盛り付け クラスごとの保温食缶に盛り付けていただきます。 
回収・洗

浄等 
保温食缶や食器等の回収、洗浄、消毒及び保管を行っていただきます。 

廃棄物の

処理等 
給食調理で生じた廃棄物及び返却された残渣等の処理を行っていただきます。 

献 立 等 献立は教育委員会が作成します。受託者には献立作成に協力していただきます。 
 

（２） デリバリー方式を実施する場合の想定業務内容 

提供方式 
デリバリー型給食（民間調理施設で調理した給食をランチボックスに入れて学校に

配送し配膳する方式） 

配膳方式 
学校・クラスごとにランチボックスをコンテナに入れ学校に配送し、学校の実情に

対応した方法（クラス前配膳、配膳室での配膳など）で配膳していただきます。 
配 膳 室  学校の配膳室の安全・衛生管理を行っていただきます。 

対 象 校  給食を提供する横浜市立学校は、「別添資料１」のとおりとします。 

対 象 者  
給食の利用対象者は、原則として別添資料１に規定する学校の生徒、教職員（以下

「生徒等」という。）とします。 

委託食数 
製造を委託する食数は最大で 83,000 食程度となります。事業者ごとの供給可能食

数などにより委託範囲を調整させていただきます。 

昼食日数 
各中学校の平均的な昼食設定日数は 170 回です。 
全中学校としての給食日数は約 200 日です。 

盛り付け 主食・副食・汁物は、それぞれ専用のランチボックスに盛り付けていただきます。 
回収・洗

浄等 
ランチボックス等の回収、洗浄、消毒及び保管を行っていただきます。 

廃棄物の

処理等 
給食調理で生じた廃棄物及び返却された残渣等の処理を行っていただきます。 

献 立 等  献立は教育委員会が作成します。受託者には献立作成に協力していただきます。 
 

【参考】現在の中学校給食（デリバリー型）の事業スキーム 

 
横浜市教育委員会 
 
全体統括 
プロモーション 
学校調整 
献立作成 
衛生管理 

調理・配送等業務委託 
サポートセンター運営業務委託 

衛生管理補助業務委託 

弁当容器作成業務委託 
注文管理システム運用保守業務委託 

中学校給食費徴収業務委託 
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３ 事前ヒアリングシートの提出について 

今後の中学校給食の在り方の検討にあたっては、あらゆる手法に関して課題の整理を進め

ています。今回の対話では、センター方式とデリバリー方式に関する検討を深めていくため

に、事業者の皆様から御意見・御提案をいただきたいと考えています。また、御質問等も事

前に御記入いただければ、当日可能な範囲で回答させていただきます。 

また、今回の対話にあたっては、横浜市立中学校給食衛生管理基準、学校給食衛生管理基

準、学校給食に関する法規及び食品衛生、公衆衛生に関する関係法規、通達等を遵守すると

ともに、給食調理業務の高度な公共性を認識し、学校と緊密な連携を図りつつ、質の高い美

味しい給食を安定的に供給するために最善の努力を払っていただくことを前提に意見交換さ

せていただきたいと考えています。特に安全面・衛生面については最重要事項として取り組

む必要がある事業である事に関して、ご理解いただきますようお願いいたします。 

対話をより有意義なものとするため、様式２「事前ヒアリングシート」の提出をお願いい

たします。 

 

４ 対話内容（対話において、お聞きしたいと考えている項目です）  

次の項目について御意見・御提案をお聞かせください。なお、自らが事業の実施主体とな

ることを前提とした御意見・御提案をお願いします。また、全ての項目に回答する必要はあ

りませんので、可能な範囲でご回答ください。各項目について柔軟な御意見・御提案をお願

いします。 

 

（１） 事業者の皆様が参入を検討されている業務内容 【事前ヒアリングシート１問目】 

想定する 

実施方法 

ア センター方式による中学校給食 

（給食工場で保温食缶に盛り付け、対象校に配送・配膳する方式） 

 

イ デリバリー方式による中学校給食 

（給食工場でランチボックスに盛り付け、対象校に配送・配膳する方式） 

 

（２） 本事業の業務に対する事業者の皆様の御意見・御提案 【事前ヒアリングシート２問

目】 

ア センター方式に係る内容 

事業スキー

ム等に関す

る事項 

・維持管理・運営について 

（献立作成は横浜市が行ない、民間事業者は、調理、配送・改修、配膳、

食器食缶洗浄、廃棄物処理などを行うことを想定しています） 

・本事業において想定されるリスクと内容等 

・民間事業者が参入しやすいスキーム 

・事業参入にあたっての課題 
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実 績 ・他都市でのセンター方式による学校給食の実績（保温食缶での提供、製造

から喫食までの時間、温度管理、食物アレルギーの除去食対応など） 

か 所 数 ・参入できる給食センターのか所数 

※一か所あたり約 14,000 食製造できる給食センターを 6か所整備することを

想定しています。 

人員確保策 ・人員の確保策 

・配送車両の配置計画 

工場の整備 ・工場を整備する場合の期間 

・工場に必要な敷地の大きさ 

契約につい

て 

・契約の期間（10年、20年、30年等） 

・その他契約に係る条件等 

事業の実施

体制 

・事業者決定から給食提供開始までに要する時間 

地域貢献等

に関する提

案について 

・給食センターを活用した地域貢献の提案 

・給食の提供が無い期間に対しての事業提案 

・将来的な生徒数減少への対応 

・ＳＤＧｓ貢献に関する提案 

・食育に関する提案 

・地産地消に関する提案 

そ の 他 ・上記項目に含まれない御意見・御提案があれば記入してください。 

 

イ デリバリー方式に係る内容 

事業スキー

ム等に関す

る事項 

・維持管理・運営について 

（献立作成は横浜市が行ない、民間事業者は、調理、配送・改修、配膳、

ランチボックス洗浄、廃棄物処理などを行うことを想定しています） 

・本事業において想定されるリスクと内容等 

・民間事業者が参入しやすいスキーム 

・事業参入にあたっての課題 

実 績 ・他都市でのデリバリー方式による学校給食の実績（製造から喫食までの時

間、温度管理、食物アレルギーの除去食対応など） 

製 造 食 数 ・既存工場での提供可能食数 

・提供可能数を増やす方法（工場の改修、増築、新築、他事業の整理など） 

人員確保策 ・人員の確保策 

・配送車両の配置計画 

工場の整備 ・工場の新設の意向 

・工場を整備する場合の期間 

・工場に必要な敷地の大きさ 

契約につい

て 

・契約の期間（現在の横浜市中学校給食調理・配送等業務は５年） 

・その他契約に係る条件等 
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事業の実施

体制 
・事業者決定から給食提供開始までに要する時間 

地域貢献等

に関する提

案について 

・給食工場を活用した地域貢献の提案 

・給食の提供が無い期間に対しての事業提案 

・将来的な生徒数減少への対応 

・ＳＤＧｓ貢献に関する提案 

・食育に関する提案 

・地産地消に関する提案 

・あたたかいおかずや汁物等を提供するための提案 

そ の 他 上記項目に含まれない御意見・御提案があれば記入してください。 

 

５ 留意事項 （必ずご確認の上、お申し込みください。） 

（１） 参加及び対話内容の扱い 

対話への参加実績は、事業者公募における評価の対象とはなりません。 

対話内容は、今後の検討において参考とさせていただきます。ただし、双方の発

言とも、あくまでも対話時点での想定のものとし、今後について何ら約束するもの

ではないことを御理解ください。 

（２） 対話に要する費用及び説明資料の提出 

ア 対話への参加に要する費用は、参加される事業者の負担とします。 

イ 事前ヒアリングシート（様式２）以外の説明資料の提出を求めません。（ただ

し、必要と考えられる場合は、ご持参ください。） 

（３） 対話への協力 

必要に応じて追加の対話（文書照会含む）やアンケート等を行うことがありま

す。御協力をお願いします。 

（４） 実施結果の公表 

ア 対話の実施結果については、概要を市ホームページ等で公表します。 

イ 公表にあたっては、事前に参加された事業者の皆様に内容の確認を行います。 

ウ 参加された事業者の名称、事業ノウハウにかかる内容は、公表しません。ただ

し、「横浜市の保有する情報の公開に関する条例」等関連規定に基づき、公開の

対象になることがあります。 

（５） 参加除外条件 

  次のいずれかに該当する場合は、対話の対象者として認めないこととします。 

ア 無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律（平成 11年法律第 147

号）第８条第２項第１号の処分を受けている団体若しくはその代表者、主宰者そ

の他の構成員又は当該構成員を含む団体 

イ 横浜市暴力団排除条例（平成 23年 12月横浜市条例第 51号）第２条第２号に規

定する暴力団、同条第４号に規定する暴力団員等、同条第５号に規定する暴力団

経営支配法人等又は同条例第７条に規定する暴力団員等と密接な関係を有すると

認められる者（法人その他の団体にあっては、その役員（業務を執行する社員、
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取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいう。）が暴力団員等と密接な関係を有

すると認められるものをいう。） 

ウ 神奈川県暴力団排除条例（平成 22年神奈川県条例第 75号）第 23条第１項又は

第２項に違反している事実がある者 

  



8 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

担    当  横浜市 教育委員会事務局 人権健康教育部 健康教育・食育課 

住    所  横浜市中区本町６丁目50番地の10  

電話 / F A X  045（671）4136 ／ 045（681）1456 

E - m a i l  ky-chushoku@city.yokohama.jp 

ホームページ   https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/kyoiku/sesaku/ 

kyusyoku/tyuugakko/kyushoku.html 

 


